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特徴的な写真等
があれば

高機能化のため日々複雑化する

合成高分子の精密解析手法の開発
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①合成⾼分⼦は我々の⽣活に⽋かすことがで
きない汎⽤的な⼯業材料です。その⾼機能化
のため、合成⾼分⼦は⽇々複雑化しており、
その詳細な構造を解明することが極めて難し
くなっています。

②合成⾼分⼦解析には、多種多様な⽅法が⽤
いられていますが、いまだに解明が困難な点
も多く、新しい解析⼿法の開発が求められて
います。

社会背景と技術的課題



本技術の特徴
• 最新のイオンモビリティー質量分析法を⽤います

• これまで困難であった、分⼦量数万の合成⾼分⼦の質量分析が可能

• イオンモビリティーに基づいた構造推定が可能

• オリゴマー領域であれば、配列解析へも応⽤可能
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質量分析×質量分析 / イオンモビリティー /
Collision-induced charge stripping /
フーリエ変換を利⽤したノイズ削減法

を組み合わせた新規⼿法を開発し、通常の質量分析法では解析が困難
である分⼦量数万の合成⾼分⼦の解析に成功しています。

具体的な取り組み① 北川 慎也 研究シーズ
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①で⽰した⽅法を、
Kendrick Mass Defect（KMD）解析

と組み合わせ、解析が困難である三元系共重合体の精密組成解析に成
功しています。

具体的な取り組み② 北川 慎也 研究シーズ
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・合成⾼分⼦の分析で質量分析を基盤とする情報を必要とし
ている会社さんとの連携を⾏いたい。

・今回紹介したイオンモビリティー質量分析以外にも、熱分
解ガスクロマトグラフィー質量分析や液体クロマトグラ
フィー質量分析法を⽤いた、合成⾼分⼦・マイクロプラス
チック・⾼分⼦リサイクル・その他⼯業材料に関する分析
⼿法の開発を⾏っています。
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【お問合せ】
名古屋工業大学産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


